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○　通　　知
○技能労務職給料表の適用を受ける職員の年令別最低保障給基準
（昭和49年3月29日49教総第63号　教育長）
（適用対象職員）
１　　技能労務職給料表の適用を受ける職員の年令別最低保障給基準（以下「保障基準」という。）の適用対象職員は、条例定数内職員として採用された日から1年を経過した日の直後の4月1日（以下「適用日」という。）に在職する技能労務職給料表の適用を受ける職員とする。
（年令別最低保障給基準）
２　　年令別最低保障給の基準は、別表の年令別最低保障給基準表の年令の応じて定まる保障基準号給（以下「保障基準号給」という。）とする。
（保障給基準の適用）
３　　当該職員の適用日における年令別最低保障給基準表により得られる保証基準号給が、同日において現に受けている号給（以下「現給」という。）を超えることとなる場合において、当該保障基準号給に達するまでに上位に決定するものとする。
（調整の限度及び調整の時期）
４　　３により決定された保障基準号給の調整は、次により行うものとする。
(1) 保障基準号給と現給の格差が8号給以下の場合
適用日において調整
(2) 保障基準号給と現給の格差が9号以上の場合
適用日において8号給調整し、8号給を超える部分については適用日の属する年度の翌年度以降の4月1日において8号給を限度として調整
（細部的な実施方法）
５　本基準に基づく調整を受ける職員の調整後の昇給日（1月1日）における昇給の号給数は、次のとおりとする。
(1) 前項1号に該当する場合
適用日直後の昇給日における昇給の号給数は、技能労務職員の給与及び勤務時間等に関する規則（昭和48年教育委員会規則第20号）第5条第3項から第5項までの規定により決定される昇給の号給数（以下「規則第5条による決定号給数」という。）に適用日から昇給日の前日までの期間の月数を12月で除した数を乗じて得た数（1未満の端数があるときは、切り捨てた数）に相当する号給数とする。

当該昇給日以降の昇給の号給数は、規則第5条による決定号給数とする。
(2) 前項2号に該当する場合
ア　調整が終了する日の属する年度の前年度までの間の昇給日における昇給の号給数は、規則第5条による決定号給数とする。
イ　調整が終了した日の直後の昇給日における昇給の号給数は、規則第5条による決定号給数に適用日から昇給日の前日までの期間の月数を12月で除した数を乗じて得た数（1未満の端数があるときは、切り捨てた数）に相当する号給数とする。　　　　　　　　　
当該昇給日以降の昇給の号給数は、規則第5条による決定号給数とする。
（実施の時期）
６　実施の時期は、昭和49年4月1日とする。
（平成31年4月1日31教職第4号）平成31年4月1日から適用する。
 (別表)

年令別最低保障給基準表
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（才）

25

（級号給）

1-36

（才）

36

（級号給）

2-31

26 1-40 37 2-36

27 1-45 38 2-36

28 1-49(2-8) 39 2-40

29 1-54(2-12) 40 2-40

30 1-58(2-16) 41 2-46(3-25)

31 1-58(2-16) 42 2-46(3-25)

32 1-64(2-21) 43 2-51(3-29)

33 1-64(2-21) 44 2-56(3-33)

34 1-73(2-26) 45以上 2-56(3-33)

35 2-31
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		（才）
25 サイ		（級号給）
1-36 キュウゴウキュウ		（才）
36 サイ		（級号給）
2-31 キュウゴウキュウ

		26		1-40		37		2-36

		27		1-45		38		2-36

		28		1-49(2-8)		39		2-40

		29		1-54(2-12)		40		2-40

		30		1-58(2-16)		41		2-46(3-25)

		31		1-58(2-16)		42		2-46(3-25)

		32		1-64(2-21)		43		2-51(3-29)

		33		1-64(2-21)		44		2-56(3-33)

		34		1-73(2-26)		45以上 イジョウ		2-56(3-33)

		35		2-31






